










 

 

 

 

 

 

 

また、宗教は米国の命運を左右する歴史上の大事件に深く関わってきました。そもそ

もピルグリム・ファーザーズと呼ばれる北米大陸への英国人入植の礎を築いた清教徒

は、自らを旧約聖書の『出エジプト記』における神に選ばれたイスラエルの民に擬えま

した。そこで、英国の僭王の下で宗教的迫害に遭っていた清教徒は、エジプトの僭王の

下で奴隷だったイスラエルの民であり、イスラエルの民が渡った紅海に代わって大西洋

を渡り、カナーンではなくマサチューセッツ湾という約束の地に辿り着いたと考え、入

植時の困難を克服しました（このナラティブは迫害に遭ってプレーリーを渡って‘ノルト

レークシティーを開拓したモルモン教においても繰り返されます）。1775-83年の英国

との独立戦争は、『代表無ければ課税無し』と並んで『自由の神聖な大義』との掛け声

の下で、英国国教会からの信教の自由を希求しても戦われました。1861-65年の南北戦

争は、奴隷制度の是非を巡り、異なる聖書解釈を根拠に南も北も善対悪の戦として争わ

れました。リンカーン大統領は、神の声に従って奴隷解放を宣言したと閣僚に述懐し、 

『南北戦争はそれまで250年間の奴隷制の罰』と考えていました。1945-91年の東西冷

戦は、神を否定する共産主義諸国と神を恐れる米国との戦という物語の下で戦われまし

た。2001-21年の対テロ戦争は、福音派のジョージ・W・ブッシュ大統領によって、善

対悪の戦と明瞭に位置づけられました。このように米国史上の大事件は、経済的利害や

政治友敵関係もさることながら、宗教的な善対悪の戦という色彩も濃厚でした。こうし

た米国の宗教国家としての側面の歴史を顧みる時、過去4回生起した大覚醒運動は極め

て特徴的·象徴的な事件です。英国のメソジスト運動、ドイツの敬虔主義運動、韓国の

リバイバル運動、ブラジルのペンテコステ運動、と他国にも宗教復興運動は存在しまし

たが、規模の大きさ、与えた影響、反復性は米国が突出しているでしょう。 

 

米国の作家マーク・トウエインは、『歴史は繰り返さないが、しばしば韻を踏む』と言っ

たとされます。大覚醒運動も、毎次、米国の地位、政治的支配層、科学技術の受容状況、

黒人・若者・女性の政治参加状況も異なり、米国社会が直面していた文化的危機も異なっ 
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